
都城制研究集会シンポジウム「都城の廃絶とその後」 

 
 日時：2011 年 2 月 12 日（土）10:00～17:30 

 会場：奈良女子大学総合研究棟 文学系 N 棟 1 階 101 講義室 

 内容 

「宮都の廃絶とその後」  舘野和己（奈良女子大学） 
「飛鳥宮の廃絶」  鈴木一議（奈良県立橿原考古学研究所） 
「平城遷都後の藤原宮・京」  林部 均（国立歴史民俗博物館） 
「難波宮・京の廃絶とその後」  積山 洋（大阪歴史博物館） 
「廃都後の平城宮」  山本 崇（奈良文化財研究所） 
「平安時代の平城京」  中島和彦（奈良市埋蔵文化財調査センター） 
「平安京遷都後の長岡宮・京」  中島信親（向日市文化資料館） 
「『万葉集』に詠まれた古都」  奥村和美（奈良女子大学） 

  討  論 司会： 前川佳代（奈良女子大学） 
  総合進行： 西村さとみ（奈良女子大学） 
  

 主催：奈良女子大学古代学学術研究センター 

 共催：都城制研究会（大阪上町台地の総合的研究－東アジア史における 
   都市の誕生・成長・再生の一類型－ 研究代表：脇田修） 

 


